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研究成果の概要（和文）：本研究は，育児語が多用される日本語獲得環境において，1つの対象に対して複数の語が言
及していることを幼児がどのように理解しているのかを明らかにした。その結果，4歳から6歳の間に1つの対象に対し
て複数のラベルを産出することが発達し，そこには実行機能の発達が関与していることが示唆された。また，複数の語
は1つの対象との対応付けにおいて基本的には競合するが，語が形容語として与えられている場合は，柔軟に言及対象
は競合せず，1つの対象に言及していると解釈した。語が埋め込まれている言語的文脈情報の効果は，接尾辞「さん」
の付与でも見られ，ラベルに接尾辞が付いている場合は動物名解釈をしていた。

研究成果の概要（英文）： The present studies investigated the development of the ability to understand 
multiple words associated with a single object in young children. The first study demonstrated that 
Japanese children developed the ability to produce multiple labels for an object in conjunction with the 
development of their executive function between 4 and 6 years of age. The second study showed that 
children thought two labels referred to different objects, and that they thought both of an adjective 
word and a label referred to an object. The third study showed that four-year-olds generalized the label 
to the objects that matched the exemplar in shape when the label was provided without the suffix, and to 
the objects that matched the exemplar in both shape and texture when the label was provided with the 
suffix.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 語意学習　競合　相互排他性仮定　幼児　ラベル　ブロッキング　実行機能
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 子どもが語意を獲得する過程を考えてみ
ると，多くの対象が存在する場面で，複数の
語を聞くことが多いと考えられる。たとえば，
机の上にいろいろな食べ物があり，「おいし
そうなりんごだね」ということばを聞いた時，
「おいしそうな」も「りんご」もその場面に
ある対象の 1つであるりんごについて言及し
ていることを理解する必要があるが，子ども
はそれらの語の言及対象をどのように考え
るのだろうか。 
 子どもは相互排他性仮定に基づいて語の
言及対象を考えることが明らかにされてい
る（Markman, 1989)。厳格に相互排他性仮
定に基づくと，1 つの事物に 1 つのカテゴリ
ー名しか認めないことになるが，実際には幼
児は 1つの対象に複数のラベルを認めている。
これまでの研究では，階層性を持つ複数のラ
ベル（シェパードと犬と動物など）を認める
かどうかが中心となって検討されてきた
(Deak & Maratsos, 1998; Deak, et al. , 
2001)。 
 日本語獲得児にとっては，階層性を持つ複
数のラベルの獲得とともに，言語変種として
の複数のラベルの獲得過程も重要な問題で
ある。日本語は，育児語や敬語など発話の相
手に応じた言語変種を多く持つ言語であり，
日本の母親は，子どもに対して育児語ラベル
と成人語ラベルを併用して使用している
(Murase & Kobayashi, 2012)。 
 本研究では，日本語獲得児が，1 つの対象
に対して，基礎カテゴリー名と上位カテゴリ
ー名，育児語ラベルと成人語ラベルという複
数ラベルの獲得過程について明らかにする。 
1 つの対象に対して複数のラベルを獲得する
ことには，どのような認知発達が関係してい
るのだろうか。本研究は，複数のラベルを産
出することと心の理論の発達，実行機能の発
達との関係を明らかにする。 
 相互排他性仮定は，複数のラベルが，1 つ
の対象との対応付けにおいて競合している
ことを表していると考えられる。注意統計学
習説(Smith, 2000)は，相互排他性仮定も含め
て，様々な語意獲得過程の基礎的メカニズム
を明らかにする上で有力な説である。本研究
では，注意統計学習説に基づいて，ラベルと
ラベルが 1つの対象との対応付けにおいて競
合するのか，ラベルと形容語では競合しない
のか検討する。 
 また，成人における手がかりのある注意学
習の研究においては，ブロッキング（手がか
り A→結果 X をあらかじめ学習していると，
手がかり A と B→結果 X が生じても，手がか
り B→結果 X の関係が学習しにくい）という
現象が報告されている(Kruschke & Blair, 
2000; Smith, et al., 2010; Yoshida & 
Burling, 2012)。本研究では，語意学習にお
いてもブロッキングが見られるのかを，大学
生を対象として検討することとする。 
また，育児語の 1 つの形態として，動物や無

生物に対しても接尾辞「さん」を付けるとい
うものがある。子どもは，ラベルに接尾辞「さ
ん」が付けられた場合と付けられない場合で，
そのラベルが言及する対象が動物であると
とらえたり，無生物であるととらえたり，柔
軟な解釈をするのかを検討することは，子ど
もがラベルにまつわる文脈情報に応じて，競
合を解消して柔軟に語意を獲得するのかど
うかを検討することにつながる。そこで，本
研究では，ラベルに接尾辞「さん」が付く場
合と付かない場合で，ラベルが言及する対象
の範囲が異なってくるのかどうかを，幼児を
対象として検討する。 
 
２．研究の目的 
 育児語と成人語のように発話の相手に応
じた言語変種が多用される日本語獲得環境
において，１つの対象に対して複数の語が発
話されるときに，それらの語がどのように処
理されて語彙が獲得されるのかを以下の３
点から明らかにする。 
１）幼児は，1 つの対象に育児語と成人語，
基礎カテゴリー名と上位カテゴリー名とい
う複数のラベルを使用することができるの
か。 
２）幼児における複数のラベルを使用する傾
向と認知能力の間には関連性が見られるの
か。 
３）1 つの対象に対して複数の語が与えられ
たとき，対象との対応付けに関して，複数の
語の間で競合が生じるのか。これについては，
幼児だけでなく，大学生においても詳しく検
討する。 
４）幼児において，ラベルが言及すると考え
る対象の範囲は，ラベルに付加される接尾辞
「さん」によって変化するのか。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１：幼児における複数の名称の使
用と関連する認知能力の検討 
①研究協力児 
 年少児 19 名（平均 4歳 4ヶ月），年中児 18
名（平均 5 歳 4 ヶ月），年長児 19 名（平均 6
歳 2ヶ月） 
②産出課題 
 第１命名：最も基本的な命名の仕方である
基礎カテゴリーでの命名（犬に「いぬ」など）
ができるかどうかを調べるために，犬，車，
うどん，猫，りんご，象，チューリップ，ご
飯，牛，電車，みかん，あひる，ひまわり，
きりんの14対象について，「これは何かな？」
と尋ねた。 
 育児語命名：たとえば，犬の場合，「これ
を赤ちゃんに話すときには何て言うのか
な？ブーブーかな？」と意図的に誤った育児
語で尋ね，対象児が「ワンワン」と育児語で
命名するかどうかを調べた。犬，車，うどん
など 8つの対象で調べた。 
 上位カテゴリー命名：たとえば，象の場合，
「ぞうは何のなかまかな？くだものかな？」



と意図的に誤った上位カテゴリー名で尋ね，
対象児が「どうぶつ」と上位カテゴリー名で
命名するかどうかを調べた。りんご，象，チ
ューリップなど 8つの対象で調べた。 
③他者の誤った信念の理解課題 
 うさぎの人形が丸い箱にクレヨンを入れ
て散歩に出た後，クマの人形が四角い箱に置
き換え，その後うさぎが帰ってくる場面を実
演した。うさぎはクレヨンを探すために，ど
の箱を見るかをたずね，うさぎの誤った信念
（クレヨンは丸い箱にある）を理解している
かどうか調べた。 
④DCCS 課題 
 青い鳥と赤い魚各 6枚を，同じ形のものの
箱に入れさせた。その後，その 12 枚のカー
ドについて，同じ色のカードの箱に入れさせ，
分類の仕方を切り替えることができるかど
うかを調べた。 
 
（２）研究２：複数の語が与えられる状況に
おける幼児の語と対象との対応付け 
①研究協力児  
 年少児 21 名（平均 3 歳 11 ヶ月），年中児
23 名（平均 4歳 10 ヶ月）。 
②材料  
 対象名既知の動物4組（象ときりんなど），
新奇動物 4組の写真を使用した。 
③言語的手がかり  
 ラベル-ラベル条件では「Ｘだ，Ｙだ」，形
容語-ラベル条件では「とってもＸなＹだ」
というフレームを使用した。 
④手続き  
 既知の動物の場合は，クッキーモンスター
が，2匹の動物の写真に対して，ラベル-ラベ
ル条件では「ヤミツだ，キリンだ」のように
新奇ラベルと一方の動物の既知ラベルで，形
容語-ラベル条件では「とってもヤミツなキ
リンだ」のように新奇形容語と一方の動物の
既知ラベルで言及した。 
 新奇動物の場合は，あらかじめある新奇動
物Ａに対して「これはコルムだよ」と，実験
者がその名称を３回繰り返して対象児に教
えた。その後，その新奇動物Ａともう１つ別
の新奇動物Ｂの写真を提示し，ラベル-ラベ
ル条件では「ヤミツだ，コルムだ」のように
新奇ラベルとさきほど教えたラベルで，形容
語-ラベル条件では「とってもヤミツなコル
ムだ」のように新奇形容語と先ほど教えたラ
ベルで言及した。 
 語の提示後，実験者がそれぞれの語が言及
している対象を対象児に選択させた（「Ｘっ
てどっちかな？」）。 
 
（３）研究３：複数の語が与えられる状況に
おける大学生の語と対象の対応付け 
①ラベルとラベル，ラベルと形容語の競合の
検討 
 研究２の新奇動物に関する研究と同様の
研究を大学生を対象として行った。 
 先行学習として，新奇対象 Aと新奇ラベル

X を学習し，後続学習として，１）その対象
A と別の新奇対象 B を提示し，そのラベル X
および別の新奇ラベル Yを提示した時，ラベ
ル Y の言及対象として，A と B どちらの対象
が選択されるか（ラベル群），２）その対象 A
と別の新奇対象 Bを提示し，そのラベル Xお
よび新奇形容語 Zを提示した時，形容語 Zの
言及対象としてどちらの対象が選択される
のか（形容語群）を検討した。 
 研究協力者は，大学生 16 名であった。 
②育児語ラベルと成人語ラベルの競合の検
討 
 ラベルとラベル，ラベルと形容語の競合の
検討の場合と同様の手続きを用いた。先行学
習として，新奇対象 Aと新奇ラベル Xを学習
し，後続学習として，１）別の新奇成人語ラ
ベル Y を提示する場合（成人語ラベル群），
２）別の新奇育児語ラベル Zを提示する場合
（育児語ラベル群）を検討した。 
 研究協力者は，大学生 16 名であった。 
 
（４）研究４：語意学習におけるブロッキン
グ 
①研究協力者  
 大学生32名。16名を先行学習語ラベル群，
16 名を先行学習語形容語群に振り分けた。 
②材料  
 新奇語として 5種類（「コルム」，「ヤミツ」，
「イサチ」，「ワザク」，「レロニ」）を使用し
た。また，新奇対象として，新奇生物 6種類
を使用した。 
③手続き 
 実験は，第 1学習フェイズ，第 2学習フェ
イズ，テストフェイズから構成されていた。 
 第 1学習フェイズでは，先行学習語（たと
えば，「コルム」）が提示され，その後先行学
習対象（たとえば，生物１）が出現した。 
 第 1 学習フェイズに引き続いて行った第 2
学習フェイズでは，先行学習語（「コルム」）
と後続学習ラベル（「ヤミツ」）が対になって
提示され，その後先行学習対象（生物１）が
出現する試行，統制のための試行として先行
学習語対応統制語（「ワザク」）と後続学習ラ
ベル対応統制ラベル（「レロニ」）が対になっ
て提示され，その後統制学習対象（生物６）
が出現する試行を設けた。 
 第 2学習フェイズの後のテストフェイズで
は，2 つの新奇語を組み合わせたもの（後続
学習ラベルと後続学習ラベル対応統制ラベ
ル）を提示し，協力者にどの新奇生物が出現
するかを推測させた。 
④語の提示フレーム 
 先行学習語，先行学習対応統制語として用
いる語は，先行学習語ラベル群では「X だ」
というフレームで提示し，先行学習語形容語
群では「とっても Xなやつだ」というフレー
ムで提示した。後続学習ラベル，後続学習ラ
ベル対応統制ラベルは，すべて「X だ」とい
うフレームで提示した。 
 



（５）研究５：接尾辞「さん」の付加が幼児
の対象名般化に及ぼす影響 
①研究協力児 
 年少児 30 名（平均 4歳 0ヶ月），年長児 36
名（平均 6歳 0ヶ月）を協力者とし，接尾辞
群，なし群に振り分けた。 
②材料 
 生物か無生物かあいまいな対象を３セッ
ト用いた。それぞれのセットは，その対象に
命名する「見本」，および，見本と形・材質・
色が一致，形・材質が一致，形・色が一致，
形が一致，材質が一致，色が一致する６つの
「テスト対象」から構成されていた。 
③手続き 
 ３つのセットの内１つの見本を提示し，接
尾辞群の子どもには「これは X さんだよ」，
なし群の子どもには「これは Xだよ」と命名
した。次に，６種類のテスト対象をランダム
順に提示し，「これは X（さん）かな？」とそ
れぞれについて質問した。これを３つのセッ
トについて行った。 
 
４．研究成果 
（１）研究１：幼児における複数の名称の使
用と関連する認知能力の検討 
 1 つの対象に対して，基礎カテゴリー名と
上位カテゴリー名の両方で命名できた対象
の数，および，1 つの対象に対して育児語ラ
ベルと成人語ラベルの両方で命名できた対
象の数を分析したところ，どちらも年齢の増
大とともに命名できる対象数が増大したが，
その傾向は基礎カテゴリー名と上位カテゴ
リー名の両方での命名において顕著であっ
た。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１.幼児における複数ラベルの産出 
 
 複数の名称の使用と，他者の誤った信念の
理解，および，DCCS との関連を調べた結果，
基礎カテゴリー名と上位カテゴリー名の両
方の産出ができた対象数と，DCCS の得点の間
に正の相関が見られた(r = .35)。 
 以上の結果は，状況に応じて複数の命名を
できるようになる能力は年齢とともに増大
するが，それには実行機能が関連している可
能性があること，育児語と成人語の使用には，

育児語を聞く頻度の影響もあり，その関係が
見えにくくなっていることが考えられる。 
 
（２）研究２：複数の語が与えられる状況に
おける幼児の語と対象との対応付け 
①既知動物 
 既知語が言及する動物をターゲット，もう
一方の動物を非ターゲットとする。 
 ラベル-ラベル条件は形容語-ラベル条件
よりも，既知語ターゲット・新奇語非ターゲ
ットの選択パターンが多く，形容語-ラベル
条件はラベル-ラベル条件よりも，新奇語も
既知語もターゲットを選ぶパターンが多か
った。（図２） 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２.既知動物に対する幼児の言及対象解釈 
 
②新奇動物 
 年中児形容語-ラベル条件が年少児形容語
-ラベル条件よりも，また年中児ラベル-ラベ
ル条件よりも，既知語も新奇語もターゲット
を選択する割合が高かった。また，年少児形
容語-ラベル条件が年中児形容語-ラベル条
件よりも，また年少児ラベル-ラベル条件よ
りも，既知語非ターゲット・新奇語ターゲッ
トを選択する割合が高かった。（図３） 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３.新奇動物に対する幼児の言及対象解釈 
 
 以上の結果は，複数の語が与えられる状況
で幼児が語の意味を学習する際，語と対象の
連合において競合が生じる（ラベル-ラベル
条件）とともに，形容語のような言語的手が
かりがある場合は，複数の語が同じ対象に言
及するとみなされることを示している。新奇
動物については，年少児では，形容語の解釈
ではラベルも形容語も同じ対象を指示する
としてターゲットを選択したが，ラベルと対
象の連合が弱いために，ラベルの解釈では競
合の傾向が勝り，非ターゲットを選択したと
考えられる。 
 
（３）研究３：複数の語が与えられる状況に
おける大学生の語と対象の対応付け 
①ラベルとラベル，ラベルと形容語の競合の
検討 



 ラベル群も形容語群も後続して提示され
た Y（新奇ラベル）または Z（新奇形容語）
の言及対象は，先行学習でラベル Xと連合し
た動物 Aとは別の新奇動物 Bが言及対象とし
て選択された。 
②育児語ラベルと成人語ラベルの競合の検
討 
 成人語ラベル群も育児語ラベル群も後続
して提示された Yまたは Zの言及対象は，先
行学習でラベル Xと連合した対象 Aとは別の
対象Bが言及対象として選択された。つまり，
対象との対応付けにおいて，育児語の特徴を
もつラベルも，成人語ラベルと競合すること
を示していた。 
 
（４）研究４：語意学習におけるブロッキン
グ 
 先行学習語ラベル群では，先行学習対象が
選ばれたのが 2回，統制対象が選ばれたのが
26 回である。この結果は，先行学習語ラベル
群では，先行学習語と先行学習対象との連合
学習によって，後続学習ラベルと先行学習対
象との連合がブロッキングされていること
を示している。 
 一方，先行学習語形容語群では，先行学習
対象が選ばれたのが 8回，統制対象が選ばれ
たのが 13 回であり，どちらかの対象の方が
有意に選ばれやすいということはなかった。
この結果は，先行学習語形容語群ではブロッ
キングが生じているとはいえないことを示
している。 
 
（５）研究５：接尾辞「さん」の付加が幼児
の対象名般化に及ぼす影響 
 見本に対して命名された名称をどの対象
に対しても般化することを肯定するのか調
べたところ，年少児では，対象名に接尾辞「さ
ん」が付加されない場合は，対象名の無生物
的般化（形が同じ対象に般化）していたのに
対し，対象名に接尾辞「さん」が付加された
場合は，対象名の生物的般化（形だけでなく
材質も同じ対象に般化）していた。この結果
は，Yoshida & Smith(2003)で「いる」を用
いた場合は生物的般化を行い，「ある」を用
いた場合は無生物的般化を行ったという結
果と整合的であり，言語的手がかりによって，
幼児が対象の持つ知覚特徴の重み付けを変
更して名称を般化していることを示してい
る。（図４） 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４.名称を般化した対象（年少児） 
 
 一方，年長児は，接尾辞を付加しているか

どうかにかかわらず，形も材質も色も見本と
同 じ対象にのみ名称を適用していた。この
ことは，年長児においては形バイアスの傾向
が弱まっていることを示している。（図５） 
  
 
 
 
 
 
 

 
図５.名称を般化した対象（年長児） 
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